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印刷

助
役
・
田
島
氏
選
任
に
同
意

補
正
予
算
一
億
三
百
七
十
五
万
九
千
円
可
決

十
二
月
定
例
市
議
会
は
、
十
二
月
十
四
日
に
開
会
し
て
、
会
期
を
十
二
月

十
九
日
ま
で
の
六
日
間
と
決
め
、
一
般
・
特
別
会
計
補
正
予
算
、
大
野
都
市

計
画
事
業
北
部
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
条
例
案
、
な
ど
十
六
議
案
を
審
議

し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
、
同
意
い
た
し
ま
し
た
。
又
、
議

員
提
案
に
よ
る
市
会
案
第
六
号
、
旧
軍
人
等
に
対
す
る
恩
給
処
遇
の
改
善
に

関
す
る
意
見
害
、
市
会
案
第
七
号
、
明
る
く
正
し
い
選
挙
に
関
す
る
宣
言
の

二
議
案
は
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

マ

財

政

再

建

計

画

の

一

相

談

室

改

善

九

十

万

円

変

更

に

つ

い

て

一

被

災

農

地

補

償

金

九

百

二

十

九

万

四

千

円

一一
昭
和
四
十
五
年
八
月
人
事
院
勧
告
に
基
づ
一
民
生
費
一
千
八
百
七
十
一
万
三
千
円

i
一
く
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
、
大
野
一
私
立
保
育
園
委
託
料

ゐ

糊

一

市

一

般

職

の

職

員

の

給

与

改

定

を

行

な

う

。

一

一

千

一

百

八

十

四

万

八

千

円

d
一
一
補
助
対
象
事
業
枠
(
ワ
ク
)
の
増
に
よ
り
建
一
衛
生
費
二
百
二
十
六
万
七
千
円

一

設

事

業

費

を

増

額

す

る

。

一

労

働

費

二

十

万

七

千

円

…一

一

〉

的

年

度

一

般

会

計

補

正

予

算

一

農

林

業

費

四

百

二

万

四

千

円

-

明

森

林

組

合

出

資

金

一

百

五

十

万

円

商

工

費

三

百

二

十

八

万

一

千

円

五
番
横
町
融
雪
工
事
県
工
事
負
担

二
百
二
十
三
万
円

撚

糸

構

造

改

善

事

業

三

十

万

円

土

木

費

二

千

八

百

一

万

一

千

円

道

路

改

良

資

二

百

万

円

県
工
事
負
担
金
一
千
二
百
八
万
三
千
円

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
僧
上
料
三
百
五
十
万
円

道

路

敷

地

購

入

代

一

百

四

十

万

円

消

防

費

三

百

七

十

六

万

六

千

円

教
育
費

オ
ー
バ
ヘ
ッ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

l
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電務会(収付支庫担方税 「 た{意立円今
話費費歳入金出支金交 歳。四保で回
交 金出及付 内千育、の
換 出 金負税入訳九圏お補
償 ) 担 )は百委も正
設三 一 金二次二託な 額
置 千 千 千の十料もは
工 六 九四二七 四三 と四なの一
事百 百百百百 千百 お万どは億
六二 二 七六五五三八 り五で職三
百十七 十十十十百十十 で 千 あ 員百
二六十 九八七一二七九 す 円り き七
十万万 万万万ー万十万万 。 と 、 与十
五五九 二 四三九二九二 な総改五
万千千 千千千千万千千 り額定万
円円円 円円円円円円円 ま十、九

一
百
万
円

シ

ン

ク

ロ

フ

ァ

ッ

ク

ス

六

十

万

円

災

害

復

旧

費

九

万

四

千

円

(
注
・
そ
れ
ぞ
れ
の
費
目
に
は
職
員
の
給
与

改
正
に
よ
る
人
件
費
が
含
ま
れ
て
お

(
一
一
面
に



(2) 

収
入
役
に

松
原
勇
氏
再
選

第
百
二
十
一
回
臨
時
市
議
会
は
十
一
月
二

十
日
招
集
さ
れ
、
会
期
を
一
日
間
と
決
め
、

一
般
会
計
補
正
予
算
、
請
負
契
約
締
結
の
二

議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
収
入
役
選
任

会
ど
入
事
案
件
三
件
を
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
同
意
し
閉
会
'
ェ
z
v
ζ
~
。

Eコ
ヲ干4 宮

市

マ
一
般
会
計
補
正
予
算

野

'ヘ
γ

「刻
の
端
的
正
予
算
は
七
百
四
万
六
千
円
で
、

そ
の

η
も
な
も
の
は
富
田
地
区
農
免
道
路
追

刊
七
百
九
万
七
千
円
、
駅
東
線
街
路
事
業
ベ

ト
均

一心
七
千
円
で
、

い
ず
れ
も
補
助
の
関
係

で
あ
っ
、

L
尿
処
四
日
一
場
建
設
費
が
九
十
万
円

減
額
、
，
c
れ
ま
'

大報

マ
請
負
契
約
に
つ
い
て

4
2
 

大
賢
市
'd
泉
州
内
、
湾
海
建
設
工
事
ーを
つ
カ
写

機
続
事
業
で
向
山
市
の
泊
深
谷
工
業
株
式
会
社

日一
六
千
百
万
円
で
請
負
契
約
を
補
絡
す
る
も

の
で
す
。

5霊+巾

マ
収
入
役
の
選
任
に
つ
い
て

任
期
満
了
と
な
る
収
入
役
に
、
土
打
二
十

/
十
七
松
商
小
勇
氏
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

マ
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て
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げい
山刊
円
満
了
と
な
る
孜
育
委
員
会
委
げ
に
、

日
吉
町
十
四
ノ
七

栃
木
広
間
剛
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
c

マ
公
平
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

任
期
満
了
の
公
平
委
員
会
委
員
に

東
泰
法
氏
(
鍬
掛
)
が
再
任

黒
原
孝
縫
氏
(
元
町
)
が
新
た
に
任
命
さ

れ
ま
p
v

た。

(
一
面
よ
り
)

マ
特
年
度
大
野
市
特
別
会
計
国

民
健
康
保
険
事
業
補
正
予
算

職
員
給
与
改
正
、
備
品
購
入
費
な
ど

一
百
五
十
八
万
九
千
円

マ
特
年
度
大
野
市
特
別
会
計
五

箇
診
療
所
補
正
予
算

医
薬
材
料
焚
な
ど

十
一
万
円

マ
何
年
度
大
野
市
特
別
会
計
簡

易
水
道
事
業
補
正
予
算

上
野
・
土
打
水
道
管
理
費
な
ど

六
十
一
万
一
千
円

マ
特
年
度
大
野
市
特
別
会
計
南

部
土
地
区
画
整
理
事
業
補
正

予
算

換
地
処
分
委
託
料
ほ
か

二
百
二
十
三
万
七
千
円

マ
議
会
議
員
の
報
酬
お
よ
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

人
事
院
勧
告
に
よ
る

一
般
職
の
駿
員
の
給

与
改
訂
に
準
じ
、
期
末
手
当
の
支
給
率
を

改
め
る
。

マ
大
野
市
一
般
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

国
家
公
務
員
の
人
事
院
勧
告
に
よ
る
給
与

改
訂
実
施
に
準
じ
、
一
般
職
の
職
員
の
給

与
を
改
定
す
る
関
係
条
例
を
改
め
る。

マ
大
野
都
市
計
画
事
業
北
部
土

地
区
画
整
理
事
業
施
行
条
例

北
部
地
区
(
中
荒
井
、
中
狭
及
び
中
野
地

係
)
約
三
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
区
画
笠

繋
理
事
業
を
進
め
、
健
全
な
市
街
地
を
造
一

戒
し
公
共
施
設
の
整
備
改
善
を
行
な
う
。
一

一
マ
財
産
処
分
に
つ
い
て

マ
大
野
市
税
賦
諜
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

現
行
の
都
市
計
画
税
徴
収
の
う
ち
、
大
野

地
区
の
農
地
で
、
木
本
疎
開
拓
事
業
に
よ

る
一
部
字
地
番
の
変
更
に
伴
う
字
区
域
お

よ
び
将
来
も
市
街
地
区
域
に
該
当
し
な
い

地
域
の
一
部
を
都
市
計
画
徴
収
区
域
か
ら

除
き
、
今
後
実
施
さ
れ
る
北
部
都
市
計
閣

に
あ
わ
せ
下
庄
地
区
の
友
江
・
中
津
川
地

籍
の
現
在
宅
地
化
の
進
ん
で
い
る
地
域
の

一
部
を
新
た
に
加
え
る
た
め
に
行
な
う
。

マ
福
井
県
旧
町
村
職
員
恩
給
組

合
資
産
管
理
組
合
を
組
織
す

る
町
村
の
数
の
減
少
及
び
同

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

た
め
。

青
果
物
市
場
の
建
物
を
大
野
市
農
協
へ
無

償
払
下
げ
。

議
案
番
号

第
八
+四
案

第
八
十
五
案

第
八
+
穴
口
方

第
八
+
七
口
巧

第
八
十
八
口
巧

第
八
十
九
号

第
九
十
日巧

西
谷
村
の
大
野
市
編
入
合
併
に
伴

υ
福
井

一

県
旧
町
村
職
員
恩
給
組
合
資
京
地
守
男
組
合
一
第
九
+
一
号

を
脱
退
す
る
た
め
、
組
織
す
る
市
町
村
の

数
の
減
少
を
き
た
す
こ
と
に
よ
り
規
約
の

一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。

マ
財
産
処
分
に
つ
い
て

雑
種
地
の
有
償
払
下
汗

マ
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と

元
若
生
子
小
山
下
校
校
舎
を
上
据
区
浮
か
へ

五戸
F
f
。

j
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マ
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
推

薦
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
、
滝
本
栄
氏
が
任
期
満
了

と
な
る
た
め
。

マ
助
役
の
選
任
に
つ
い
て

助
役
、
田
島
俊
准
氏
が
任
期
満
了
と
な
る

京市九十一一ロ
η

時
哨
九
+
=百一吋

時哨九十四日
一リ

時哨九十
一且
コ巧

時制九十六
回巧

第
九
十
七
口
庁

宮刑九十八口
一吋

信明九
・十九
ロ方

第
百
号

第
百
一
号

ー一一一
]制
問

財
攻
対
策

各
常
任
委

教
育
民
生

財
政
再
建
計
置
の
変
更
に
つ
い
て

昭
和
四
十
五
年
慶
大
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

昭
和
四
十
五
年
度
持
別
会
計
国
民
健
康
保
険
事
業

補
正
予
算

昭
和
四
十
五
年
度
持
別
会
計
国
民
健
康
保
険
五
箇

診
療
所
補
正
予
算

昭
和
凹
十
五
年
度
待
別
会
計
簡
易
木
道
事
業
補
正

予
算

昭
和
四
十
五
年
安
待
別
会
計
南
部
土
地
区
岡
整
環

事
業
補
正
予
資

昭
和
同
十
四
年
変
。
ペ
時
山
市
議
入
我
山
決
算
認
定
に

つ
い
て

昭
和
四
十
五
年
境
問
谷
村
殺
人
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

議
会
漁
民
の
報
酬
お
よ
び
油
淀
川
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

大
計
市
一
般
織
の
終
段
の
給
与
に
閣
寸
る
条
例
零

の
一
緒
を
改
正
す
る
条
例

大
野
都
市
計
同
事
業
北
部
土
地
民
向
整
問
州
事
業
施

行
条
例

大
野
市
税
賦
深
徴
収
条
例
の
一
却
を
改
正
す
る
条

邸
内福

井
県
旧
町
村
職
員
恩
給
組
合
資
湾
管
理
組
合
を

組
織
す
る
町
村
の
数
の
減
少
及
び
同
組
合
規
約
の

変
一
史
に
つ
い
て

財
産
の
処
分
に
つ
い

て

事
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

人
権
擁
噴
出
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

助
役
の
選
任
に
つ
い
て

財
産
の
処
分
に
つ
い
て
・

建決
算
特
一
別

不巴建
川
れ
目

1u
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+
・
・
・
広
域
営
農
団
地
農
道
の

事
業
計
画
に
つ
い
て

間

政

府

の

曇
一
波
調
査
会
で
立
、
生
受
性
の

向
上
を
な
か
る
た
め
に
、
広
域
党
農
ぽ
地
曲
日
置

を
を
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
で
笠
滞
す
る
と
あ
り
、

ま
た
県
で
改
広
域
常
長
団
池
袋
道
整
策
事
業

と

L
て
、
福
井
市
東
部
を
県
営
で
施
行
す
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
補
助
率
も
古
河
く
、
地
元

負
担
一
も
少
な
い
こ
と
で
す
の
で
、
大
野
市
で

も
泡
行
す
る
計
酒
を
も
つ
で
い
る
の
か
ど
う

か
伺
い
ま
す

3

答
こ
の
広
域
営
委
団
地
農
道
法
、
幅
員
五

メ
ー
ト
ル
か
一
勺
九
メ
ー
ト
ル
の
閉
で
、
延
長

十
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
λ
と
の
も
の
を
広
域
営
農

団
地
農
道
と
?
V

て
寂
り
扱
う
と
い
う
も
の
で

あ
り
ま
す
ご

全
線
舗
装
を
つ
け
で
補
効
率
も

高
い
訳
で
あ
り
ま
す
2

大
野
市
の
農
業
振
興

計
画
の
中
で
、
こ
の
広
域
常
農
団
地
農
道
の

計
調
も
進
め
で
お
り
ま
す
。
今
の
と
ご
ろ
の

構
想
と
い
た

L
ま
し
で
は
、
延
長
二
十
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
予
算
十
億
円
で
施
行
す
る
と
い

う
考
え
方
で
あ
り
ま
す
。
起
点
を
鍬
掛
地
区

と
し
て
、
黒
谷
、
上
舌
、
森
攻
地
頭
方
、
首
回

蒲
池
、
償
枕
、
庄
株
と
行
き
ま
し
て
、
日
詰

川
に
沿
っ
て
牛
ケ
原
か
ら
国
道
百
五
十
八
号

線
に
つ
き
あ
た
る
計
酒
で
あ
り
ま
す
。
昭
和

四
十
七
年
度
か
ら
基
盤
整
滑
に
あ
わ
せ
ま
し

て
、
広
域
営
農
団
地
農
道
の
実
施
を
い
た
し

た
い
と
の
計
画
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。

野大報ム一
A議市(3) 巴方

A
T
-
-
-

県
土
木
工
事
負
担
金
の

支
出
は
ど
れ
だ
け
グ

間
県
土
木
工
事
の
負
担
金
が
、
今
定
例
会

の
補
正
予
算
で
は
、
一
千
二
十
八
万
三
千
円

の
予
算
計
上
が
な
さ
れ
て
い
る
訳
で
あ
り
ま

す
が
、
本
年
度
の
県
土
木
工
事
負
担
金
の
総

4 第

額
と
箇
所
数
を
一
示
し
で
下
さ
い
。
ま
た
、
当

市
の
財
政
が
非
常
に
緊
迫
し
て
い
る
折
か
ら

県
土
木
関
係
負
担
金
の
軽
減
を
申
し
入
れ
し

た
事
実
が
あ
る
か
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

答
県
土
木
工
事
負
担
金
の
総
額
は
、
一
億

三
千
五
百
二
十
一
万
円
で
、
箇
所
殺
は
三
十

五
カ
所
で
あ
り
ま
す
。
次
に
軽
減
の
申
し
入

れ
を
し
た
か
と
い
う
ご
と
で
あ
り
ま
す
が
、

県
下
七
市
市
長
会
4
、
は
、
軽
減
と
い
う
よ
り

は
全
廃
し
て
ヱ
し
い
と
要
請
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
よ
り
ま
し
て
、

本
年
度
は
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

軽
減
を
み
て
お
り
ま
す
。
明
年
度
か
ら
湾
、

県
道
の
県
単
工
事
の
負
担
金
は
全
廃
す
る
と

い
う
知
事
の
意
向
で
あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
地
方
財
政
が
緊
迫
し
て
お
り
ま
す
関
係

上
、
県
工
事
は
県
の
財
源
で
行
な
う
よ
う
今

後
も
要
請
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
で
お
り

ま
す
。

+
・
・
・
北
部
都
市
計
画
事
業
施
行

に
つ
い
て

間
福
井
市
等
で
は
、
こ
れ
か
ら
行
な
わ
れ

る
都
市
計
画
事
業
は
、
下
水
道
、
舗
装
工
事

ま
で
と
り
入
れ
で
施
行
す
る
よ
う
で
す
が
、

当
市
で
も
こ
れ
か
ら
は
じ
め
る
北
部
都
市
計

画
事
業
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
計
画

施
行
さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

北
部
都
市
計
画
事
業
は
、
過
去
の
都
市
計
画

事
業
と
同
様
で
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

答
大
野
市
で
は
い
ま
だ
下
水
道
計
画
が
な

さ
れ
て
い
な
い
訳
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
い

ま
し
て
、
基
本
計
画
の
承
認
を
建
設
省
で
得

て
お
き
ま
せ
ん
と
下
水
道
の
計
画
を
行
な
う

訳
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。
明
年
度
に
わ
き
ま

し
て
、
下
水
道
の
基
本
構
想
、
基
本
計
画
を

練
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
基
本
計
画
が
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
実
施
ま
で
は
無
理
と
い
う
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
ょ
っ
で
、
北
部
都
市
計
画
事
業
は
従

来
の
都
市
計
画
事
業
と
同
様
で
あ
り
ま
す
。

第
七
回
可

市
会
案

第
六
号

旧
軍
人
等
に
対
す
る
思
給
処
遇
の
改
善
に
関
す
る

意
見
書
に
つ
い
て

明
る
く
正
し
い
選
挙
に
関
す
る
宣
言
決
議
に
つ
い

て

// 

+
・
・
・
公
害
対
策
に
つ
い
て
の

経
過
を
示
せ

関
本
年
は
公
害
に
あ
げ
て
、
公
害
に
暮
れ

た

年

だ

と

い

わ

れ

て

お

り

ま

す

。

当

市

に

お

度

の

方

針

を

伺

い

ま

す

。

い

て

も

中

竜

の

カ

ド

ミ

ウ

ム

、

大

東

染

工

の

一

答

昭

和

四

十

六

年

度

に

お

き

ま

し

で

は

、

汚

水

、

工

場

の

騒

音

、

考

舎

の

悪

臭

等

の

公

一

村

部

連

担

地

区

も

含

め

ま

し

で

、

足

非

と

も

害

事

件

が

あ

り

ま

し

た

。

し

か

し

な

が

ら

、

一

一

万

メ

ー

ト

ル

程

度

の

舗

装

工

事

を

実

施

い

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
解
決
も
し
く
芯
話
-
v
A
ニ
+
・
・
・
鏡
馬
場
敷
地
跡
の
使
用
は
/
一
た
し
た
い
と
の
計
画
を
た
で
で
お
り
ま
す
。

い
に
歩
み
寄
り
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
間
一
間
競
馬
場
跡
の
借
地
の
件
で
あ
り
ま
す
が
こ
将
に
新
年
度
予
算
の
中
で
、
道
路
関
係
に
使

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
コ
こ
れ
ら
に
つ
い
一
市
に
付
し
て
地
主
よ
り
地
代
の
値
上
げ
問
題
い
ま
す
一
般
財
源
法
大
き
い
比
重
を
示
す
で

で
、
ど
の
よ
う
な
径
過
に
な
っ
で
い
る
の
か
一
が
お
き
て
い
る
と
聞
い
で
お
り
ま
す
け
れ
ど
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

む
伺

い
し

ま

す

。

一

も

、

こ

の

競

馬

場

跡

の

利

用

は

、

市

と

し

て

答
市
と
い
た
し
ま
し
て
、
中
竜
鉱
山
の
カ
一
ど
の
よ
う
な
管
理
を
な
さ
れ
て
い
る
の
で
す

ド
ミ
ウ
ム
の
問
題
立
、
去
る
六
月
に
県
が
検
一
か

3

こ
の
際
、
今
後
の
使
用
目
的
等
を
具
体

査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
に
つ
一
的
に
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

き
ま

L
で
は
、
大
野
市
の
部
分
に
関
す
る
限
一
答
こ
の
借
地
は
、
旧
大
野
町
よ
り
市
が
引

り
は
一
応
被
害
が
な
い
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
一
き
縫
い
だ
も
の
で
、
き
わ
め
て
安
い
借
地
料

す
。
こ
れ
か
ら
県
に
お
い
て
更
に
定
期
的
に
一
で
借
り
て
い
る
訳
で
あ
り
ま
す
。
市
と
し
ま

調
査
を
行
な
う
こ
と
で
了
承
い
た
し
て
お
り
一
し
で
も
、
借
り
て
は
お
り
ま
す
が
、
何
ら
市

ま
す
。
大
東
染
工
の
問
題
に
つ
き
ま
し
で
は
、
一
の
施
設
と
し
て
利
用
を
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

去
る
十
月
十
四
日
に
公
害
対
策
協
議
会
を
設
一
将
来
こ
の
土
地
を
宅
地
化
す
る
か
、
公
共
的

置
い
た
し
ま
し
た
。
三
つ
の
部
会
に
わ
か
れ
一
な
も
の
に
利
用
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
り

で
対
策
を
協
議
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
工
場
一
ま
す
と
、
非
常
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。
他
に

側
と
し
て
は
、
早
い
機
会
に
排
水
浄
化
装
置
一
転
用
、
利
用
す
る
機
会
が
生
ピ
ま
し
た
な
ら

を
設
置
す
る
と
い
う
こ
と
で
積
極
的
に
取
り
一
ば
市
と
し
で
応
分
の
負
担
を
し
ま
し
て
契

組
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
応
地
一
約
を
解
除
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

元
と
会
社
と
が
了
解
点
に
逮
し
ま
し
て
協
定
一
ま
す
。

を
結
び
ま
し
た
。
現
段
階
で
は
抜
本
的
な
対
一

策
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
協
定
は
結
ぼ
れ
て
一
+
・
・
・
四
十
六
年
度
の
舗
装
に
つ
い
て

お
り
ま
す
。
工
場
の
騒
音
に
つ
き
ま
し
で
は
、
一
間
新
年
度
の
舗
装
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

何
回
も
話
し
合
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ピ
一
が
、
一
万
メ
ー
ト
ル
程
度
の
舗
装
工
事
を
や

ゅ
う
ぶ
ん
な
対
策
が
た
つ
で
お
ら
な
い
の
が
一
る
よ
う
に
き
い
で
お
り
ま
す
が
、
市
政
公
聴

現
状
で
あ
り
ま
す
。
鶏
舎
の
悪
臭
の
問
題
に
一
会
等
で
は
、
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
要
望

つ
い
て
は
、
鶏
ふ
ん
の
共
同
処
理
に
つ
い
て
一
が
道
路
工
事
関
係
で
、
お
も
に
舗
装
で
あ
り

養
鶏
組
合
に
対
し
て
善
処
す
る
よ
う
要
請
を
一
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
市
民
の
要
望
を
反
映
す

続
け
て
お
り
ま
す
。
す
ぐ
に
解
決
で
き
る
問
一
る
意
味
か
ら
も
、
舗
装
に
関
す
る
四
十
六
年

題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
協
議
会
等
で
こ
れ

か
ら
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
で
お
り

ま
す
。

。

市
議
会
議
員
選
挙
は
新
定
数
で

二
月
二
十
日
任
期
満
了
と
な
る
市
議
会
議

員
選
挙
は
従
来
の
定
数
よ
り
同
名
減
少
の
二

十
六
名
の
定
数
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
ご
れ
は

昭
和
四
十
二
年
九
月
の
議
会
で
、
議
員
提
案

に
よ
り
定
数
を
減
少
す
る
条
例
が
可
決
さ
れ
、

初
め
て
適
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。

十
二
月
議
会
で
明
る
く
正
し
い
選
挙
に
関

す
る
宣
言
が
決
議
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
明

る
い
選
挙
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

内
助
役
・
人
権
擁
護
委
員

決
ま
る
ο

十
二
月
定
例
会
最
終
日
に
任
期
満
了
に
伴

う
人
事
案
件
二
件
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

満
場
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

。
助
役

大
野
市
泉
町
十
一
番
四
号

田
島

俊
雄

O
人
権
擁
穫
委
員

大
野
市
城
町
七
番
二
十
六
号滝

本

栄



(4) 口巧

十
二
月
定
例
会
の
各
委
員
会
の
状
況
は
次

の
と
お
り
で
す
。

4 第

企
総
務
委
員
会

付
託
案
件
は
議
案
八
件
、
陳
情
二
件
、
請

願
三
件
で
議
案
は
い
ず
れ
も
原
件
可
決
、
承

認
し
ま
し
た
。

陳
情
請
願
に
つ
い
て
は
、
陳
情
一
件
、
請

願
四
件
を
採
択
、
陳
情
一
件
を
継
続
審
査
に

決
し
ま
し
た
。

野

A
産
業
経
済
委
員
会

付
託
案
件
改
議
案
一
件
の
み
で
あ
り
、
原

案
を
可
と
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

大

A
建
設
委
員
会

付
託
案
件
は
議
案
三
件
、
陳
情
九
件
、
請

願
七
件
で
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
を
可
と
す

る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

陳
情
請
願
に
つ
い
て
は
陳
情
六
件
、
請
願

七
件
を
採
択
、
陳
情
三
件
を
継
続
審
査
と
し
、

前
回
継
続
審
査
と
な
っ
た
う
ち
陳
情
一
件
、

請
願
一
件
を
採
択
い
た
し
ま
し
た
。

報A 
官主議市

議

ム一
A

動

の

き

十

同
月

一一日

真
名
川
ダ
ム
対
策
待
別
委
員

A
E
 

北
信
越
市
議
会
議
長
会
評
議

員

会

(

新

潟

市

)

各
派
代
表
者
会
議

霊
場
建
設
特
別
委
員
会

七
日

2. 

九
日

十
五
日

十
一
月十

二
日

北
信
越
市
議
会
議
長
会
雪
害

対
策
強
化
待
別
委
員
会
実
行

運

動

(

東

京

都

)

46. 和ag 

企
教
育
民
生
委
員
会

付
託
を
う
け
た
議
案
四
件
、
陳

情
二
件
、
請
願
二
件
審
査
の
結
果
、

議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
可
決
、
陳
情
一
件
、

請
願
二
件
を
採
択
、
陳
情
一
件
を
継
続
審
査

と
い
た
し
ま
し
た
。

企
財
政
対
策
特
別
委
員
会

付
託
さ
れ
た
財
政
再
建
計
画
変
更
案
を
原

案
ど
お
り
可
と
い
た
し
ま
し
た
。

企
決
算
特
別
委
員
会

付
託
案
件
は
決
算
認
定
の
二
件
で
あ
り
ま

す
が
、
閉
会
中
継
続
審
査
に
決
し
ま
し
た
。

十
三
日

二
十
日

十
二
月

七
日

十
四
日

十
六
日

十
七
日

十
八
日

十
九
日

二
十
二
日

二
十
三
日

二
十
四
日

二
十
六
日来

十
月
九
日

十
一
月
十
三
日

全
国
市
議
会
議
長
会
評
議
員

会

(

東

京

都

)

市
議
会
臨
時
会

議
会
運
営
委
員
会

市
議
会
定
例
会
(
第
一
日
)

本
会
議
(
第
二
日
)

建
設
常
任
委
員
会

産
業
経
済
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

本
会
議
(
第
三
日
)

決
算
特
別
委
員
会

決
算
持
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

局岐
阜
県
本
巣
郡
恨
尾
村
議

会
議
員
(
六
名
)

滋
賀
県
一
八
日
市
市
議
会
議

員
(
十
名
)

W
熱

演

W
薫

資

資

制

業

当ぜ

明
る
く
正
し
い
選
挙
に
関
す
る
宣
言

選
挙
は
民
主
政
治
の
基
盤
で
あ
り
、
選
挙
が
明
る
く
正
し
く
且
つ
適
正
に
行

な
わ
れ
る
こ
と
は
、
民
主
政
治
の
健
全
な
発
展
に
不
可
欠
の
要
件
で
あ
る
。

と
く
に
内
政
の
年
、
七

0
年
代
の
明
日
を
ひ
ら
く
た
め
に
、
ま
た
市
勢
発
展

の
た
め
に
明
る
く
正
し
い
選
挙
の
重
要
性
を
こ
こ
に
痛
感
す
る
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
地
方
自
治
の
将
来
を
左
右
す
る
重
大
な
第
七
回
統
一
地
方
選
挙
が

執
行
さ
れ
る
に
当
た
り
、
本
議
会
は
全
市
民
の
総
意
を
代
表
し
進
ん
で

H

明
る

く
正
じ
い
選
挙
仰
の
実
現
に
努
力
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

昭
和
四
十
五
年
十
二
月
十
九
日

大

野

市

A 
耳

3襲

争

++''''''''e''
一
マ
市
道
舗
装
願
い

陳

情

・

請

願

一

(

新

田

区

長

++'e'e，
，
，
，
，
，
，
一
マ
市
道
舗
装
頼
い

十
二
月
定
例
市
議
会
に
山
山
さ
れ
た
陳
情
・
一
(
落
合
区
長

講
頼
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
一
マ
市
道
舗
装
願
い

ー
ー
ー
様
択
さ
れ
た
も
の

i
ll

-

(

新
河
原
区
長

マ

市

道

舗

装

願

い

一

一

名

)

(
南
春
日
野
区
長
奥
島
勇
松
ほ
か
十
一
マ
東
部
小
学
校
建
設
に
つ
い
て

七

名

〉

一

(

促

進

委

員

会

長

四

方

土

也

ほ

か

九

マ

宿

日

直

完

全

廃

止

に

つ

い

て

一

百

四

十

八

名

)

(
小
中
学
慢
長
会
会
長
出
村
清
一
ほ
一
マ
区
画
筆
理
施
行
に
つ
い
て

か

二

名

)

一

(

促

進

委

員

会

長

四

方

土

也

ほ

か

九

マ

市

道

舗

装

願

い

一

百

四

十

八

名

)

(
高
砂
町
四
区
長
山
本
重
男
ほ
か
十
一
マ
軍
人
思
給
処
遇
改
善
に
つ
い
て

八

名

)

一

(

中

荒

井

一

丁

目

長

谷

川

新

兵

衛

)

マ

市

道

改

良

、

舗

装

願

い

一

マ

教

積

員

の

宿

日

直

廃

止

に

つ

い

て

(
榎
区
長
安
川
教
馬
ほ
か
二
十
七
名
国
(
篠
座
町
大
谷
勉
ほ
か
二
百
三
十

マ

市

道

舗

装

願

い

一

八

名

)

(
花
房
区
長
-
一
桑
畑
清
ほ
か
二
十
三
一
マ
市
道
舗
装
に
つ
い
て

名

)

一

(

中

野

二

丁

目

区

長

松

島

マ

市

道

路

線

変

更

に

つ

い

て

一

七

名

)

(
友
兼
区
長
矯
本
祝
男
ほ
か
十
二
名
出
マ
あ
ま
ご
養
殖
助
成
願
い

マ

水

源

確

保

に

つ

い

て

{

宝

庫

哩

寺

冊

回

丈

治

)

(
井
ノ
ロ
区
長
酒
井
与
八
郎
ほ
か
三
マ
舗
装
願
い

名

)

(

泉

町

一

区

長

松
田
六
兵
衛
ほ
か
三
名

森
島
三
郎
ほ
か
七
名
)

松
田

中
山
山
繁
三
郎
ほ
か
十

論
ほ
か
二
十

清
ほ
か

一一タ官)

マ
物
価
値
上
げ
反
対
に
つ
い
て

(
水
落
町
措
置
辺
正
ほ
か
二
百
二
十

五
名
)

マ
舗
装
願
い

(
泉
町
二
区
長
中
山
出
繁
三
郎
ほ
か
一

名
)

マ
水
門
改
造
に
つ
い
て

(
庄
林
区
長
竹
被
主
計
ほ
か
四
名
)

.
前
回
継
続
分

マ
市
道
新
設
に
つ
い
て

(
新
庄
区
長
松
田
五
百
里
ほ
か
二
十

四
名
)

マ
市
道
拡
幅
に
つ
い
て

(
上
庄
中
学
P
T
A
会
長
上
田
範
男

ほ
か
一
名
)

|
|
鍵
続
審
査
と
な
っ
た
・
も
の

1

1

マ
地
元
負
担
軽
減
に
つ
い
て

(
春
日
三
丁
目
吉
田
昭
人
ほ
か
五
十

占ハタ官)

マ
施
設
整
備
援
助
に
つ
い
て

(
大
野
エ
業
高
校
長
高
田
英
卓
八
ほ
か

一
タ
恒
)

マ
大
野
弓
道
場
の
市
営
に
つ
い
て

(
大
野
弓
道
連
盟
会
長
石
田
伊
太
郎
)

マ
保
留
地
処
分
に
つ
い
て

(
糸
魚
町
福
野
隆
夫
)

マ
道
路
存
置
に
つ
い
て

{春

a
一
丁
目
中
区
長

か
四
十
三
名
)

市
会
議
員
の
任
期
最
後
の
十
二
月
定
例
会

が
聞
か
れ
、
活
発
な
質
問
、
ま
た
こ
れ
か
ら

は
じ
ま
る
統
一
地
方
選
挙
前
に
、
当
市
の
市

会
議
員
選
挙
が
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
、
明
る

く
正
し
い
選
挙
に
関
す
る
宣
言
を
満
場
一
致

で
可
決
、
四
年
間
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

坂
口
善
助
ほ

金
の
ル
」
州
M

表
C


